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台湾留学体験記

Study Abroad Report

留学体験記

國立高雄大學
　３回生の秋学期を、高雄大學で交換留学生として学びました。

履修科目
　英語での開講科目１つ、中国語での開講科目５つの計６
科目を履修しました。前者では、アメリカ人の先生からプレゼ
ンテーションやビジネススキルを学習しました。日本人は私一
人で、日本語訛りの英語を指摘される一方、他国のノンネイ
ティブ話者の英語（nextネスクト、accessアセスなど）の聞き取
りづらさも実感し、正確な発音の重要性に気付かされました。
後者は、留学生向け中国語学習の授業3つと現地の学生が日
本について学ぶ授業2つでした。日本人でも改めて問われると
説明しづらい表現（まもなく、すぐに、直ちになど）の差異につ
いて言及したり、ジブリ作品の社会背景を解説したりと、興味
深い授業でした。

国籍に依らないヒト同士の交流
　留学中は、学生寮で生活しました。台湾人２人と中国人１
人の４人部屋で、当初は「一つの中国」問題が気がかりでした
が、実際は驚くほど仲良くなり、英語と中国語を駆使して毎晩
さまざまな話題で盛り上がりました。帰国時に「この部屋を持
ち帰りたい」と思ってしまう程、居心地の良い空間でした。

　先述の中
国語学習の
クラスはお
おむね韓国
人と日本人
が占めてい
ました。年
明け、韓国
と断交状態

後初の授業前は接し方に戸惑いましたが、いざ会ってみると
先週までと何ら変わりなく談笑している事実に、ヒト対ヒトの
関係に国家間の問題は影響されないことを実感しました。

発見と学びの日々
　最後になりましたが、今回の留学は先生、家族、友人や現
地の人など、たくさんの方の支えの下で実現しました。貴重
な経験をさせていただき、本当にありがとうございました。
謝謝大家！

ミシガン留学体験記

セントラルミシガン大学
　私は昨年８月から約９か月間、アメリカミシガン州にある
セントラルミシガン大学に留学しました。周囲の方々に恵ま
れたおかげで、留学中はとにかく、体験することが楽しかっ
たです。

伝えることの大切さ
　私は１学期目に語学学校へ通い２学期目から学部の授業
を履修しましたが、どちらもディスカッションやグループワー
クが盛んでした。語学学校の授業ではトピックに合わせて自
国の文化や習慣について互いに説明することが多く、様々な
国の生活模様をうかがえ面白かったです。友人たちの出身国

を今までより身近に感じるようになりました。２学期目には主
に商品やサービスの宣伝について学びました。中でもマーケ
ティング関連の科目ではアメリカで人気の製品・サービスを
ディスカッションで取り上げることが多くあり、貴重な学びとな
りました。日々の生活で他文化に触れると同時に、私が日本で
の日常生活について自ら話すことや友人たちから思いがけな
い視点の質問を受けることが多々ありました。英語で説明する
には私自身がまずその話題をきちんと理解する必要があり、
日本語や日本での生活習慣について客観的に捉える機会を
得ました。そして自然と「つたないながらも相手に伝わるよう
に」と意識するようになりました。授業や友人との交流から、自
らの意見や疑問点などを積極的に発信し伝える重要性を改め
て感じました。

留学を通して得たもの
　新しい環境と多様な価値観に触れて世界の広さを実感し
つつ、その中で生活することで慣れ親しんだ環境、自分自身を
振り返ることができました。これが挑戦し体験する楽しさであ
り、留学する醍醐味の一つなのだと思います。

21

友人との昼食

毎週日曜日にお邪魔していた

教会の皆と（前列右端）

経済学部
企業経営学科

４回生　田形 優佳
た　がた　　ゆ　　か

山岳部の部員と紫山北峰極楽洞にて（前列左から３番目）

語学学校のクラスメイトと（後列右端）

教育学部
環境教育課程

４回生　池田 佳奈
いけ　だ　　　か　な

学生支援 情報処理センター Support for Students

滋賀大学のネットワークシステムと
セキュリティ対策のポイント

　第４次情報革命とも言われる今、IoT (Internet of Things) や 
Industrie4.0といった言葉が日常的に使われるようになりました。
これらは、身の周りのあらゆるモノが新しい技術でつながってい
くことで産業界のみならず、私たちの暮らしにも変化をもたらす
ことを示しています。
　一方、このようにネットワー
クが形成されれば、それを媒
体とする犯罪、いわゆるサイ
バー攻撃を受ける可能性も出
てくることになります。図１に示すようなスマートフォンやＩＰカ
メラなど、有線・無線を問わずネットワークに接続される機器は、
すべて攻撃対象になっているとも言われています。
　本稿では、このような変化の著しい世界において、私たち滋賀
大学はどのような形で対策を講じているのか、その一部を簡単に
紹介し、学生の皆さんに注意喚起したいと思います。

　これまで整備されてきた学内のスペースに対して、ICTを援用した
グループワークなどの創造的な活動のための場とすることで、より
高度な学習資源が利用可能な「スマート・ラーニング・コモンズ」とし
て新たに整備しました。図２に示すように、近い将来の BYOD (bring 
your own device) という学習者自身が使っている情報デバイスで違
和感なく自然に学習できるスタイルを想定して、特定の空間だけで

はなくキャンパス全域において、いつでも、どこでも、自ら学習や教
育指導を受けることができる環境を想定して整備しました。

　スマートフォンなど
の高性能なモバイル情
報機器が広く普及する
ことで、プライベートな
情報もインターネット
を必ず経由する形に変化しています。暗号化などの技術的な情
報保護の仕組みはあるものの、利用者の誤った設定や操作に
よって、コンピュータウイルスなどの不正なアプリが紛れ込むリス
クは小さくありません（図３）。また最近の標的型攻撃と呼ばれる
手口では、特定の個人に対して宅配便業者や銀行員など実在の
人物を騙って、個人情報や暗証番号をだまし取ろうとします。ネッ
ト上の便利なサービスに似せたフィッシング詐欺サイトも多数確
認されていますので、正規のサイトか否かよく確認しましょう。

　このような脅威からスマート・ラーニング・コモンズに接続される
皆さんのモバイル情報機器を守るために、滋賀大学のネットワーク
システムは図４に示すようにUTM (Unified Threat Management) 
装置を活用する構成にしています。このUTM装置は旧来のファイ
アウォールと違い、利用するアプリの種類に応じて通信を監視し
たり制限したりすることができるなど、これまでよりも高度な機能
によってセキュリティを確保する仕組みになっています。さらに、
皆さんのパソコンやスマートフォンなどにセキュリティ対策ソフ
トを必ずインストールして、スマート・ラーニング・コモンズを大い
に活用してください。しかし、これでも万全とは言えません。やは
り皆さんの知識と行動が重要なポイントです。
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情報革命の時代

滋賀大学スマート・ラーニング・コモンズ

モバイル情報機器のリスク

セキュリティ対策

図1：あらゆる機器が攻撃対象
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図3：モバイル情報機器を取り巻くリスク

図2：滋賀大学スマート・ラーニング・コモンズ
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図4：UTM装置の活用
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